
ONTT
GE― PON型「M」 光力0入者線終端装置タイプD

ユーザマニユアル

説明書番号 I TO-72-001 C

はじめに
GE― PON型「MJ光加入者線終端装置タイプDを こ使用いただきまして誠にありがと

うこざい志す。
このマニュアル|よ、GE― PON型「M」 光加入者線終端装置タイプDを こ使用いただく

際のこ注意事項を記載してい志す。本装置こ使用の前に、よくお読みいただき、内容を理
解してください。また、ユーザマニユアルは、いつでも参照できる場所に保管してくださ
い。

◎本マニユアルの内容1ま 、将来予告なしに変更することがあります。

◎本装置の運用の結果につきまして1よ 責任を負いかねます。こ了承ください。

◎本装置は日本国内向け仕様です。海外では使用できません。

◎その他、各会社名、各装置名|よ 、各社の商標誅たIよ登録商標です。

◎本装置はNTTの設備となります。通常のメンテナンスや調整など1ま 不要です。普田ま
お手を触れないようお願いします。

際無断転載|
本書の内容の一部また Iよ全部を無断で転載あるいは引用することを禁じます。

本装置は情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCC)の 基準に基づくクラスB情報技術装置で

す。この装置は家庭環境での使用を目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機

に近接して使用されると受信障害を引き起こすことがあります。本マニユアルに従つて適切な取り

扱いをしてください。

安全上のこ注意 (必ずお守 りください )

ここに示します注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然
に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守りください。こ使用前によくお読みの
上、正しくこ使用ください。

△ 警 告 是害秀言偽 馨暑警Fを
誤つジ 合に「死亡または重傷を負弼 趾 が想

△注意魯8蓑5藉轟愈鯉帰薪鋼i性

が想定される場

③
禁止(してはいけないこと)を示します。

⑪
分解してはいけないことを示します。

③
水のかかる場所で使用したり、水に濡らしてはいけないことを示します。

△
取り扱いを誤ると、発煙・発火の可育レ性があることを示します。こ注意ください。

△
取り扱いを誤ると、感電の可能性があることを示します。こ注意ください。

△
レーザ光源による怪我の可倉レ陛があることを示します。こ注意ください。

●
強制(必ず実施していただくこと)を示します。

e 電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示します。

△ 警告

③
商用電源 (AC100V)以 外では、絶対に使用 しないでください。

●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

△
電源ブラクは、確実 にコンセン トの奥まで差 し込んでください。

●電源プラグの金属が針金等の金属類に接触すると、装置の故障、火災、感電の原因となりま

す。

△
濡れた手で電源プラグや本装置に触れないでください。
●装置の故障、感電の恐れがあります。

③
電源アダプタや本装置は、風呂場や加湿器のそばなど、湿度の高いところに1よ設置
しなしヽでください。●装置の故障、感電の恐れがあります。

●
電源アダプタをコンセントから抜くときには、電源プラグ本体を持って抜いてくだ
さしヽ。●電源コードを弓|つ張るとコードが傷つき、感電や火災の原因となります。

△
電源コードを「31つ張る、東ねる、無理に折り曲げるまたは加工する」ことはしな
しヽでください。●火災、感電の恐れがあります。コードが傷んだら使用しないでください。

⑬
電源コードの上に重い物を載せないでください。
●装置の故障、火災の恐れがあります。

△
電源プラグについたほこり1ま拭い去ってください。
●ほこりによる火災、感電の恐れがあります。

△
電源コー ドをス トーブなどの発熱器具に近づけないでください。

●コー ドの破損、火災、感電の恐れがあります。

Θ
本装置の穴、隙間から物を差し込んだりしないでください。
●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

e
万が一、金属などの異物や水などの液体が本装置に入つた場合、直ちにコンセント
から電源プラグを抜き、「故障時のお問い合わせ先」までこ連絡ください。お子様の
いるこ家庭では十分にこ注意ください。●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

①
本装置の分解や改造、修理をしないようにしてください。異常時には「故障時のお

問い合わせ先」までこ連絡ください。●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

△
本装置はレーザを使用しています。光ファイパの先端や光コネクタ接続部をのぞき
込まないようにこ注意ください。本装置|よクラス1レーザ製品です。

△
本装置の蓋を開けて内部の光ファイバに触れたり、コネクタから光ファイバを取り
外したりしないでくださしヽ。●レーザ光源による怪我、装置の故障の恐れがあります。

Θ
本装置を落とした り、強い衝撃を与えないでください。

●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

e 万が一、衝撃を与えてしまつた場合、直ちにコンセントから電源プラグを抜いてく
ださしヽ。●装置の故障、火災、感電の恐れがあります。

△ 注意

●
本装置の操作は専門の作業者が行うようにしてください。

●装置の故障の恐れがあります。

△
落雷の恐れがある場合、本装置の使用を中止 し、ケーブル類を取り外 してください。

●落雷による電流にて、装置の故障の恐ねがあります。

●
火災・地震等が発生した場合、本装置の状態を確認し、異常が認められた場合には
「故障時のお問い合わせ先」までこ連絡ください。●装置の故障の恐れがあります。

Θ
装置を清掃する場合には、シンナー等の有機溶剤を使用 しなしヽでください。

●化学変化により、装置の故障の恐れがあります。

⑬
本装置に添付される指定の電源アダプタ以外は使用 しないでください。

●装置の故障の恐ねがあります。

⑪
お客様こ自身で本体の蓋を開けないでください。万が一、蓋が開いてしまつた場合には
「故障時のお問い合わせ先」までこ連絡ください。●光フアイバ破損の恐れがあります。

⑬
暖房器具、AV機器など温度の上がる機器の近くへ設置 しないでください。

●本体が発熱し、装置の故障の恐れがあります。

⑤
光ファイバ、∪TPケーブルを円 |つ 張る、東ねる、無理に折り曲げるまたはカロエす
る」ことはしないでください。また光ファイバ、UTPケーブル上に物を載せないで
くださしヽ。●ヶ―ブルの損傷、装置の故障の恐れがあります。

⑬
運用中の装置 |よ発熱 しますので、装置本体 には長時間触れないでください。

●低温やけどの原因となることがあります。

⑬
光ファイバ、∪TPケーブル、電源コードに引つかからないようにこ注意ください。
お子様のいるこ家庭では十分にこ注意ください ●装置の故障の恐れがあります。

③
「本装置の上に物を載せる、シール等を貼る、物を詰める」などにより、通気子Lを
塞がないでください。●装置の故障、火災等の恐れがあります。

⑬
装置の上部′そばに「落下の危険のある物」、「転倒の危険のある物」を設置しないで

ください。●落下、転倒の衝撃で、装置の故障の恐れがあります。

③
万が一、煙が出たり変な臭いがするなどの異常が認められた場合、本装置の使用を
中止し、「故障時のお問い合わせ先」までこ連絡ください。●装置の故障、火災等の恐
れがあります。

●
郡含により、装置の設置場所を変史する必要か生 じた場6には、お客様 こ目身で光

フアイバの抜き差 しや装置の移動を行わず、「故障時のお問い合わせ先」までこ連絡

ください。

●
縦置きする場合 |よ必ず本装置に添付される指定の据付/壁掛用品をお使いください。

●使用されない場合は、転倒して装置の故障の恐れがあります。

●
壁掛けする場合|よ必ず付属の取付ネジをお使いになり取り付けは専門の業者にお任
せください。●落下により、装置の故障の恐れがあります。



ランプ:装置の状態を表示します。各ランプの表示内容を示

素 17ミ

電源

緑 点灯 F堂運用J十能

つていなしヽ

赤点滅 ソフトウェアダウンロード完了
自動再起動までお待ちいただくか

本装置を再起動してくださしヽ。

再起動後に緑点灯となります。

赤点灯 装置故障状態
「故障時のお問い合わせ先」まで
こ連絡ください。

UNI
緑点灯

1000BASE― T、 100BAS[― TX、

10BASE― Tで リンク確立状態
通信中は点滅します。

消 灯
端末機器とのリンクが確立されていなし

状態

「こ使用方法(1)」 をこ参照のうえ、

端末機器を接続してください。

光回線

緑点灯 正常

橙点灯 装置運用準備中または故障発生状覚
1改厚時 の の Fouし 晴 つて 先 」ま c
こ連絡ください。

橙点滅 ソフトウエアダウンロード中
電源ランプが、赤点滅→緑点灯ま
でお待ちください。

認 証
消 灯 装置運用準備中また1ま故障発生状見

「故障時のお問い合わせ先」まで
こ連絡ください。

プ:装置の状態を

②光ファイバ導入蓋 :装置と接続する光ファイバを導入する導入蓋です。

□ お客様は導入蓋を開けないようお願いします。

光フアイバを「3っ張る、無理に曲げる、東ねる」ことが無いようこ注意ください。

①電源アダプタ端子 :電源アダプタを接続する端子です。

□ 同梱の電源アダプタ以外はこ使用にならないようにお願いします:

④R」 -45モ ジュラジヤック:UTPケ ーブルを接続するコネクタ端子です。

匡園 カテゴリ5以上 (端末機器が100BASE― TX、 10BASE T仕様の場合)の UTP
ケーブルをこ使用ください。なお、1000BASE― T仕様でこ利用の場合1まカテ
ゴリ5e以上のUTPケーブルをこ使用ください。端末機器の仕様につきまして
は、各取扱説明書を参照してください。
R」 -45プラグを「カチッ」と音がするまで差し込んでください。

設置方法
①縦置き設置(下図〈a)縦置き設置図参照)

据付/壁掛用品の|よめ込み部(2箇所)を本体底面の角穴に差し込み、本体の前面側か
ら背面側にスライドさせ、確実に固定してください。放熱のため周囲に20mmの空間を
確保してください。装置の上に|よ物を置かないでください。

据付/壁掛用品

(a)縦 置き設置図

②壁掛け設置(下図(b)壁掛け設置図参照)

取付ネジを用いて据付/壁掛用品を壁面に固定した後、据付/壁掛用品に筐体をはめ込み、
下へ押し下げ確実に固定してください。放熱のため周囲に20mmの空間を確保してくだ
さい。装置の上には物を置かないでください。

モジユラジヤック

③電源アダプタ端子

②光ファイバ導入蓋

装置が設置された後は、お客様で本装置に対する設定操作は不要です。
以下の方法でケーブル類を接続してこ使用ください。

①「電源アダプタ端子」に付属の電源アダプタのDCプラグを差し込みます。
②電源アダプタのACプラグをAC電源コンセント(AC100V)に接続します。
③「RJ-45モ ジュラジヤック」にUTPケーブルのRJ-45プ ラグを差し込みます。

匿ヨ「カチツ」と音がするまで差し込んでください。

① UTPケーブルの先にお客様の端末機器(PCなど)を接続してください。
端末機器側の設定は、「オートネゴシエーション」モー ドとしてください。

(2)確認
① 接続が終わりましたら、「状態表示ランプ」が次の状態になることをこ確認ください。

「電源ランプ」 ……  …… 緑点灯
「光回線ランプ」…… …… …… 緑点灯
「認証ランプ」…… … … … … 緑点灯
しばらく待つても、この状態にならなしヽ場合には「故障時のお問しヽ合わせ先」までご連
絡ください。

② 端末機器との接続が正しく行われれば、「∪NIラ ンプ」が緑点灯となります(通信中は
点滅します)。

端末機器との接続が正しく行われない場合には「故障かなと思つたら」をこ覧の上こ確
認ください。

③ 端末機器との接続が正しく行われた後の、インターネットサービスのこ利用などにつき
ましてはこ契約サービスの説明書やこ契約のサービスプロバイダにこ確認の上こ使用
ください。

停電時には

停電時に1よ、本装置は使用できません。

故障かなと思つたら
通信できない場合や装置の故障と思われる場合に|よ 、以下の点についてこ確認お願いし

ます。以下の対処で復旧できない、復旧の後も頻繁に異常がみられる場合、以下のケース

故障時のお問い合わせ先

同梱品の内容
①装置本体(1個 )

②電源アダプタ(1個 )

③据付/壁掛用品(1個 )

①取付ネジ(2個 )

⑤ユーザマニユアル(1部 :本紙)

1000BASE― T※ 、100BASE― TX、 10BASE― T

規格準拠 クロス(MD― X)、 ストレー

※こ利用サービスによつて1よ適用されません。

ヽ

状 態 確認内容 対処

電源ランプが
点灯しない

電源プラグの抜けなど、電源が
正しく供給されているかをこ確
認ください。

電源プラグ挿入などにより、電源を復旧させてくださ
い。電源プラグを差し込んでも電源が入らない場合|よ

―旦電源プラグをコンセントから引き抜いた後、暫く
1,7ハらムら_度差l,ユ ム́

`だ
六い_

UNIラ ンプが
点灯しない

(通信できない)

UTPケーブルが接続されてい
スか 確́譲てださ|ヽ ^

UTPケーブルを正しく接続してください。

UTPケーブルの種類をこ確認
ください。

端末機器仕様に基づき、カテゴリ5以上のケーブルを
こ使用ください。1000BASE― T仕様でこ利用の場
合はカテゴリ5e以上のケーブルをこ使用ください。

UTPケーフルに断線などの異

常がないかこ確認ください。

UTPケ ーフルを交換してください。

PC等の端末機器側の設定は
「オートネゴシエーション」モ
ードになつているかこ確認く
ださい。

端末機器の取扱説明書を参照して、端末機器の設定を
「オートネゴシエーションJモードにしてください。


